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１ ～組 織 の 概 要 及 び 対 象 範 囲～

（１）事業所名・所在地・連絡先

事業所名

所在地/連絡先 〒382-0005　　長野県須坂市大字小河原３９５４-１３

お問い合わせ 株式会社広田製作所（ https://www.hirotass.co.jp）

（２）環境保全関係の責任者

・最高責任者 代表取締役社長 広田　文雄

・環境管理責任者 執行役員品質保証部長 酒井　直樹

（３）事業内容及び認証登録範囲

電子デバイス、ハードディスク試験装置、各種電子機器、メカトロニクス機器の設計及び製造、技術者派遣業

（４）事業規模

従業員数

58名 1,869㎡

277㎡

１１３㎡

30名 ‐

123名 2,259㎡

（５）環境保全関連業務の役割の明確化（２０２３年度）

　　　以下にエコアクション21推進委員会組織を設置し、環境関連活動を計画・推進する。

ＴＥＬ:026-245-1212（代） ＦＡＸ：026-248-2947　

０名

注）顧客先での就業者は非対象とする

対象組織 
（2023年度） ～2024.4.30

売上額
延床面積

全　体

57名

工場

工 場 棟

技 術 棟

顧 客 先

32名

89名

実 験 棟
35名

14億2千5百万円

・推進責任者 兼 外部苦情受付責任者兼 CO2排出管理責任者

青木 朗

・産業廃棄物責任者 兼 省資源推進責任者

池田 憲一

・EA21事務局 西原 綾子

環境管理責任者

最高責任者

エコアクション２１

推進委員会

技術部 生産管理部 製造部 品質保証部 総務部 経営企画部
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２ ～ 環 境 経 営 方 針 ～
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３ ～ 環 境 経 営 目 標 ～

１．製品・サービスに関する環境目標
目標： 環境に配慮した製品を設計・製造する

２．グリーン購入の推進

目標： 環境に配慮された部品、事務用品を積極的に購入する

３．二酸化炭素排出量削減（エネルギー消費量削減）

① 電気使用量目標： 前年度年間実績値より年率0.1％以上削減を目標とする

② ガソリン・軽油目標： 前年度年間合計実績値より年率0.1％以上削減を目標とする

③ 灯油・ガス目標： 前年度年間合計実績値より年率0.1％以上削減を目標とする

 （電気使用量：調整後排出係数/0.388　2021年度中部電力ミライズ実績より引用）

４．産業廃棄物処分量の削減

① 目標： 廃棄プラスチック類　前年度年間実績より年率0.1％以上削減を目標とする

② 目標： 可燃ごみ 前年度年間実績より年率0.1％以上削減を目標とする

５．水資源利用量の削減

① 目標： 前年度年間実績より年率0.1％以上削減を目標とする

電気使用量 kg-CO2 43,322 43,279 43,235 43,192

《会社目標》 23年度(前年) 24年度
25年度 26年度

項　目 単　位 実績 目標

軽油 kg-CO2 2,337 2,335 2,333 2,330

ガソリン kg-CO2 3,584 3,580 3,577 3,573

ガス kg-CO2 1,722 1,720 1,718 1,716

灯油 kg-CO2 10,695 10,684 10,673 10,662

《エネルギー使用量目標》 23年度(前年) 24年度
25年度 26年度

ＣＯ２排出量総合計 kg-CO2 61,659 61,598 61,536 61,474

項　目 単　位 実績 目標

軽油 ℓ 906 905 904 903

111,432 111,320

ガソリン ℓ 1,545 1,543 1,542 1,540

電気使用量 kWh 111,655 111,543

ガス使用量 ㎥ 797 796.2 795.4 794.6

灯油 ℓ 4,295 4,291 4,286 4,282

《会社目標》 23年度(前年) 24年度
25年度 26年度

項　目 単　位 実績 目標

可燃ごみ kg 1,310 1,309 1,307 1,306

廃棄プラスチック kg 1,140 1,139 1,138 1,137

水資源利用量 ㎥ 359 358.6 358.3 357.9

《会社目標》 23年度(前年) 24年度
25年度 26年度

項　目 単　位 実績 目標

環
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４ ～環 境 経 営 目 標 の 実 績 ～

資源使用量ならびに廃棄物排出量

～ＣＯ ２ 排出量～

 （電気使用量：調整後排出係数/0.388　2021年度中部電力ミライズ実績より引用）

※注1

*

*

*

*資源利用されています

ガソリン kg-CO2 4,976 4,972 3,584 -27.9%

46,784 43,322電気使用量 kg-CO2 46,831

23年度
目標比

(増減率)

項　目 単位

灯油 kg-CO2 8,317 8,309 10,695 28.7%

基準値 目標値 実績値 増減率

-7.4%

軽油 kg-CO2 2,229

エネルギー使用量　実績
22年度

実績
23年度

2,227 2,337 5.0%

ＣＯ２排出量合計 kg-CO2 64,047 63,983 61,660 -3.6%

都市ガス kg-CO2 1,693 1,692 1,722 1.8%

エネルギー消費量　実績
22年度

実績
23年度 23年度

項　目 単位 基準値 目標値 実績値

電気使用量 kWh 120,699 120,578 111,655

ガソリン ℓ 2,145 2,143 1,545

都市ガス ㎥ 784.0 783.2 797

軽 油 ℓ 864 863 906

灯 油 ℓ 3,340 3,337 4,295

項　目 単　位 基準値 目標値 実績値 増減率

産業廃棄物等排出量　実績
22年度

実績
23年度 23年度

目標比
(増減率)

廃棄プラスチック kg 1,550 1,548.0 1,140 -26.4%

可燃ごみ kg 2,210 2,208.0 1,310 -40.7%

-

廃棄物処分量合計 kg 3,760 3,756 2,450

金属クズ kg - - -

ダンボール kg - - -

赤字：目標オーバー

11.2%

水使用量　実績
22年度

実績
23年度 23年度

目標比
(増減率)

項　目 単　位 増減率

上下水道 ㎥ 323 323 359

基準値 目標値 実績値

紙類 kg - -
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２０２３年度　目標値　前年同月比0.1％削減
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　廃プラ　　2023年度目標　⇒ (1,548kg)

可燃ゴミ　2023年度目標　⇒ (2,208kg)
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５ ～環境活動計画の取組結果とその評価及び次年度の取組内容～

NO.
実績
評価

◎
・入職時、社内規定
等の説明過程にて
教育している。

(１)EA21の理解を深める

(２)産業廃棄物の削減および分別の徹底

④ポスター掲示等の啓蒙活動

6
【EA21を通じて環境への対応の啓蒙】

1.新規入職者への教育を
行い理解を深める

新規、中途入職者へ教
育実施

△

・本年は若干の増加
となったが、節水型
トイレ設置工事前の
水準より減少して

おり、削減効果が継
続して確認できる。

②こまめに蛇口の開閉を行う。 目標: 322.7 ㎥ 359 ㎥

③水洗トイレタンクの水量制限

5

【水使用量の削減】

(１)節水

①手洗い時の洗面器利用の徹底

・工場内のリニュー
アル工事も昨年全
て完了し、通常業務
以外の廃棄物は抑
えられ排出量は大
きく削減となった。

(1) 廃プラスチック類の削減 廃プラスチック

① 調達品・支給品包装の3R化の推進

（リピート性の高いもの）

(2)可燃ゴミの削減 可燃ゴミ

目標：1,548kg以下  1,140kg

（3R:リサイクル、リユース、リデュース）

② 通い箱等への変更

②分別による再利用・資源化の徹底

4

【廃棄物排出量の削減】

3

【ＣＯ２排出量の削減】

④効率よく出張出きるように計画する

(２)灯油使用量の削減 ガス

(５)太陽熱の遮断

① 会議室のｶｰﾃﾝ、緑のｶｰﾃﾝ、よしずの利用

◎

①分別方法・集積場所の整備 目標：2,208kg以下 1,310 kg

（廃棄サンプル、看板の強化）

金属クズ、ダンボール、紙類は再資源 として
搬出する

△

①エコカーの導入　(現在9台中5台) 目標:8,308kg-CO2 10,695 kg-CO2

②構内停車時のアイドリングストップ

③省エネ運転の推進

①ガス使用時間短縮

②ガス暖房の設定温度を過剰しない

① 設定温度に達したら過剰暖房をしない 目標:1,692kg-CO2

(１)社有車の燃費効率向上 灯油 

1,770 kg-CO2

(３)ガス使用量の削減

〇

①休み時間の消灯 ガソリン 

②必要箇所のみの点灯・空調等 目標:4,972kg-CO2 3,584 kg-CO2

③必要時間のみの装置稼動(PC等を含む)

⑥会議室、受付のLED照明の設置 軽油 

(４)クールビズの推進 目標：2,227kg-CO2 2,337kg-CO2

④電力デマンド監視システムによる監視

⑤空調設備を一部停止し扇風機を利用

「燃料削減」

【重点活動項目】／施策 目標値 実績 コメント

◎

・電気については引
き続き工場内設置
の温湿度計を確認
しつつ、全棟LED
化の効果も表れ適
切なコントロールが
出来ており削減効
果があった。
・ガソリンについて
は、エコカーの積極
的な活用により大
きく減少した。
2023年度のEV導
入の効果も削減に
貢献している。
・灯油、ガスは冬季
使用頻度が大き
かった為に増加。職
場作業環境維持優
先での対応を継続
する。

「電力削減」 電力

(１)室内温度夏期設定　２6℃±１℃　

【環境に配慮した製品の設計・製造】 社内各部門が連携し情報
共有を行ない情報を有効
に活用する

◎

環境に配慮された
製品を積極的に購
入できている。今
後も維持していく。

(１)RoHS対応製品等の設計・製造

(２)エコ設計の推進

目標：46,784kg-CO2 43,322 kg-CO2

(２)室内温度冬期設定　20℃±１℃

(３)不要電力の削減

1

【グリーン購入の推進】

製品の設計・製造
◎

今後も対応製品を
製造していく。

(１)環境ラベル認定の事務用品、環境に 1.購入時最優先

　　配慮された製品を購入

(２)環境活動を行っている企業から購入 2.取引先の増加

環境に配慮された製品の
購入を優先的に実施2
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１.環境に配慮した製品の設計・製造

★受託開発品・自社製品の設計については、引き続き環境に配慮した省エネ設計、RoHS対応

　REACH規制等に対応した開発を引き続き行う。

★社内各部門が連携し情報共有を行い、情報を有効に活用する。

　環境に配慮すると共に、顧客ニーズに沿った設計、開発を引き続き行う。

２.グリーン購入の推進

☆継続して積極的に購入していく。

☆新規取引先の環境活動を確認し、グリ－ン購入を推進する。

３.ＣＯ２排出量の削減

・電力の使用量については、最大需要電力（デマンド値）監視システムにより

　最大需要電力を抑制し削減を図る活動を継続して行う。(最大需要電力/66kW)

 　　　次年度から最大需要電力を見直す(60kw)

・冷暖房等は必要なエリアのみ、使用する。

  夏季は扇風機/冬季は灯油ストーブ・ガスヒーターを併用することで削減を推進する。

  エアコンは設定時間になると自動で切れるシステムを導入/就業15分前（19年度より）

  温湿度計を設置し、適度な温度コントロールを管理する。

・コンプレッサー等設備使用については、使用する時に電源を入れ、待機電力を削減する。

・燃料については、効率のよい出張計画、省エネ運転推進を継続し、低燃費車を積極的に導入する。
　　　 
・灯油・ガスについては、暖房温度に到達したら過剰暖房を止め削減を図る。

・蛍光灯は工場すべてLED化に変更。今後も導入の際はLEDとする。

・さらに社内窓枠等を断熱遮光フィルムにし、外気の遮断対策をしていく。

【継続していく取組と今後の課題取組内容】
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４.廃棄物排出量の削減

・新入社員及び中途採用には、ゴミの仕分けを徹底して行うように教育指導する。。

　

５.水使用量の削減

1)節水活動を継続して行い、使用量削減を行う。

２)漏水調査等を随時行い、異常増加などを未然に防ぐようにする。

：プロジェクトメンバーを中心にし、快適に職場環境を常時、整えていく。

：改善活動の継続 (2024年度より活動運用変更)

：避難消火訓練の継続(年１回)　

2024年度　取組予定

会議室のエアコンを省エネエアコンへ変更

・分別することを継続し、各自ゴミは持ち帰るように徹底する。
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●避難訓練の様子 2023/11/13 13:15～

　社内全体に一斉放送を入れた。(食堂出火想定)

　各工場内から素早く避難し、避難集合場所に集まり点呼をとった。

●消火訓練の様子
　デモ用消火器による初期消火訓練において三益消防様に指導して頂き、社員が実技訓練を行なった。
(主に新規入社社員)

　　　2023年度　避難訓練実施状況
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●ポンプ操作方法手順等確認の様子
　防火班が三益消防様指導のもと、小型ポンプの起動および放水訓練を行った
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６ ～環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無～

（１）適用される環境関連法規制

　　　当社の事業活動に適用される環境関連法規等は、次の通りです。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

（２）環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　 当社ではEA21推進委員会が適切に監視しており、環境関連法規への違反はありません。
また、現在および過去10年間、問題の無いことを確認致しました。同様に関係機関および
近隣住民などからの苦情、指摘、訴訟などは有りませんでした。

７ ～代表者による全体評価と見直しの記録・指示　結果～

中部電気保安協会点検(定期点検２か月毎及び年１回)

RoHS法 顧客要求に応じて遵守

・環境・働きやすさに配慮した建物・附属設備の改修工事が終了し、効果が出てい
る。冷暖房効率が向上し電気使用量は７．４％削減できた。電気自動車の導入効
果もあり、ガソリン使用量は２７．９％削減できた。経費削減で軽油車使用頻度上
げたため、軽油使用量は増加したが、ガソリン使用量の削減効果で十分カバーし
た。
・冬季の残業・休日出勤も例年に比べ増加しており、暖房（灯油28.7％、ガス
1.8％）使用量が増加した。
・エコアクション取り組みは会社全体の取組も然ることながら、社員一人ひとりの
意識にも定着している。節電や産業廃棄物排出削減への取り組みも意欲的に取り
組み、上記の結果に繋がっている。引き続き、環境負荷軽減への取組と快適な就
労環境整備に取り組む。

関連法

廃棄物処理法

要　求　事　項

少量危険物の貯蔵管理と取扱、届出（灯油）

一般及び産業廃棄物の保管、運搬・処分の委託、マニフェスト管理

消防法

内容
法律違反の有無
訴訟等の有無

フロン排出抑制法 3ヶ月毎簡易点検

過去10年間の結果
無
無

電気事業法
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8 ～その他の取り組み・活動～

ISO9001

SDGｓ
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健康経営優良法人認定
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